
二

右
欄
に
掲
げ
る
一
般
病
院
以
外
の
一
般
病
院
で
次
に
掲
げ
る

条
件
を
満
た
す
も
の

一
般
病
床
等
の
数

及
び
結
核
病
床
等

の
数
の
合
計
数

（
た
だ
し
、
結
核

病
床
等
を
有
す
る

場
合
で
あ
つ
て
、

合
計
数
が
百
を
超

え
る
場
合
は
、
百

か
ら
一
般
病
床
等

の
数
を
控
除
し
て

得
た
数
（
負
数
と

な
る
と
き
は
、
零

と
す
る
。）を
上
限

と
し
て
結
核
病
床

等
の
数
を
加
え

る
。）

八
二
〇
、
〇
〇
〇
円

イ

そ
の
有
す
る
病
床
が
一
五
〇
床
未
満
で
あ
る
こ
と
。

ロ

当
該
病
院
が
直
近
の
国
勢
調
査
の
結
果
に
よ
る
人
口
集
中

地
区
以
外
の
区
域
に
所
在
し
て
い
る
こ
と
。

三

四
以
外
の
病
院

結
核
病
床
の
数

（
第
一
号
又
は
第

二
号
の
中
欄
の
た

だ
し
書
に
お
い
て

加
え
た
数
を
除

く
。）

六
六
一
、
〇
〇
〇
円

精
神
病
床
の
数

（
第
一
号
又
は
第

二
号
の
中
欄
の
た

だ
し
書
に
お
い
て

加
え
た
数
を
除

く
。）

五
八
八
、
〇
〇
〇
円

四

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
専
門
病
院

一
般
病
床
等
の
数

及
び
結
核
病
床
等

の
数
の
合
計
数

五
〇
〇
、
〇
〇
〇
円

第
二
条
第
一
項
第
一
号
の
表
第
十
一
号
二
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

二

道
府
県
が
経
営
す
る
病
院
（
特
定
公
営
企
業
型
地
方
独
立
行
政
法
人
が
経
営
す
る
病
院

を
含
む
。）で
あ
つ
て
、
小
児
救
急
医
療
を
提
供
す
る
も
の
と
し
て
総
務
大
臣
が
調
査
し
た

病
院
数
に
一
〇
、
〇
〇
〇
、
〇
〇
〇
円
を
乗
じ
て
得
た
額

区

分

額

一

厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
施
設
の
基
準
に
適
合
し
て
い
る
も
の
と
し
て
道
府

県
知
事
に
届
け
出
た
新
生
児
特
定
集
中
治
療
室
又
は
総
合
周
産
期
特
定
集
中
治

療
室
（
道
府
県
知
事
に
届
け
出
を
行
う
予
定
の
新
生
児
特
定
集
中
治
療
室
又
は

総
合
周
産
期
特
定
集
中
治
療
室
を
含
む
。）（
以
下
「
新
生
児
特
定
集
中
治
療
室

等
」
と
い
う
。）の
有
す
る
病
床
の
数

三
、
五
五
〇
、
〇
〇
〇
円

、

、

二

新
生
児
特
定
集
中
治
療
室
等
に
準
ず
る
機
能
を
有
す
る
も
の
と
し
て
総
務
大

臣
が
調
査
し
た
新
生
児
特
定
集
中
治
療
室
又
は
総
合
周
産
期
特
定
集
中
治
療
室

（
右
欄
の
括
弧
書
に
お
い
て
加
え
た
数
を
除
く
。）（
以
下
「
新
生
児
特
定
集
中

治
療
室
等
に
準
ず
る
室
」
と
い
う
。）の
有
す
る
病
床
の
数

二
、
八
四
〇
、
〇
〇
〇
円

三

新
生
児
特
定
集
中
治
療
室
等
の
後
方
病
室
（
新
生
児
特
定
集
中
治
療
室
等
に

お
い
て
管
理
し
て
い
た
者
の
う
ち
、
軽
快
し
て
管
理
の
程
度
を
緩
め
う
る
状
態

と
な
つ
た
者
若
し
く
は
同
室
に
お
け
る
管
理
が
必
要
と
さ
れ
る
状
態
に
移
行
す

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
も
の
の
現
時
点
で
は
管
理
の
程
度
が
緩
や
か
な
状
態
で

あ
る
者
若
し
く
は
生
命
の
危
険
性
が
低
い
か
若
し
く
は
消
失
し
た
妊
婦
若
し
く

は
じ
よ
く
婦
を
収
容
す
る
室
又
は
新
生
児
集
中
治
療
室
等
か
ら
退
出
し
た
児
童

若
し
く
は
点
滴
、
酸
素
投
与
等
の
処
置
を
必
要
と
す
る
児
童
を
収
容
す
る
室
。

以
下
同
じ
。）の
有
す
る
病
床
の
数

一
、
七
七
五
、
〇
〇
〇
円

四

新
生
児
特
定
集
中
治
療
室
等
に
準
ず
る
室
の
後
方
病
室
（
新
生
児
特
定
集
中

治
療
室
等
に
準
ず
る
室
に
お
い
て
管
理
し
て
い
た
者
の
う
ち
、
軽
快
し
て
管
理

の
程
度
を
緩
め
う
る
状
態
と
な
つ
た
者
若
し
く
は
同
室
に
お
け
る
管
理
が
必
要

と
さ
れ
る
状
態
に
移
行
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
も
の
の
現
時
点
で
は
管
理
の

程
度
が
緩
や
か
な
状
態
で
あ
る
者
若
し
く
は
生
命
の
危
険
性
が
低
い
か
若
し
く

は
消
失
し
た
妊
婦
若
し
く
は
じ
よ
く
婦
を
収
容
す
る
室
又
は
新
生
児
集
中
治
療

室
等
に
準
ず
る
室
か
ら
退
出
し
た
児
童
、
若
し
く
は
点
滴
、
酸
素
投
与
等
の
処

置
を
必
要
と
す
る
児
童
を
収
容
す
る
室
。
以
下
同
じ
。）の
有
す
る
病
床
の
数

一
、
四
二
〇
、
〇
〇
〇
円
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第
二
条
第
一
項
第
一
号
の
表
第
十
一
号
五
中
「
三
八
四
、
〇
〇
〇
円
」
を
「
一
、
四
〇
〇
、
〇
〇
〇
円
」
に
改
め
、

同
表
第
十
四
号
中
「
一
七
四
円
」
を
「
一
七
二
円
」
に
改
め
、
同
表
第
十
七
号
を
削
り
、
同
表
第
十
八
号
中
「
上
水
道

事
業
、
交
通
事
業
、
ガ
ス
事
業
、
簡
易
水
道
事
業
、
病
院
事
業
、
観
光
施
設
事
業
、
下
水
道
事
業
、
有
料
道
路
事
業
、

駐
車
場
事
業
そ
の
他
総
務
大
臣
の
定
め
る
」
を
削
り
、「
当
該
基
礎
年
金
拠
出
金
に
係
る
負
担
額
」
の
下
に
「
の
う
ち
特

別
交
付
税
の
算
定
の
基
礎
と
す
べ
き
も
の
と
し
て
総
務
大
臣
が
調
査
し
た
額
」
を
加
え
、同
号
を
同
表
第
十
七
号
と
し
、

同
表
第
十
九
号
一
の
表
中
「
二
二
〇
、
〇
〇
〇
円
」
を
「
二
四
〇
、
〇
〇
〇
円
」
に
、「
一
、
六
九
〇
、
〇
〇
〇
円
」
を

「
一
、
七
八
〇
、
〇
〇
〇
円
」
に
、「
四
一
〇
、
〇
〇
〇
円
」
を
「
三
七
〇
、
〇
〇
〇
円
」
に
、「
三
二
〇
、
〇
〇
〇
円
」

を
「
三
〇
〇
、
〇
〇
〇
円
」
に
改
め
、
同
号
を
同
表
第
十
八
号
と
し
、
同
表
第
二
十
号
中
「1¶

8
0
1円

」
を
「1¶

8
0
9円

」

に
改
め
、
同
号
を
同
表
第
十
九
号
と
し
、
同
表
第
二
十
一
号
を
同
表
第
二
十
号
と
し
、
同
表
第
二
十
二
号
中
「7

3¶
0
0
0

円

」
を
「8

1¶
0
0
0円

」
に
改
め
、
同
号
を
同
表
第
二
十
一
号
と
し
、
同
表
第
二
十
三
号
か
ら
同
表
第
二
十
五
号
ま
で
を

一
号
ず
つ
繰
り
上
げ
、
同
表
第
二
十
六
号
中
「
五
、
〇
〇
九
、
〇
〇
〇
円
」
を
「
四
、
九
三
三
、
〇
〇
〇
円
」に
改
め
、

同
号
を
同
表
第
二
十
五
号
と
し
、
同
表
第
二
十
七
号
を
同
表
第
二
十
六
号
と
し
、
同
表
第
二
十
八
号
を
同
表
第
二
十
七

号
と
し
、
同
表
第
二
十
九
号
中
「2

2
0¶
0
0
0円

」
を
「2

1
8¶
0
0
0円

」
に
改
め
、
同
号
を
同
表
第
二
十
八
号
と
し
、
同
表

第
三
十
号
を
同
表
第
二
十
九
号
と
し
、
同
表
第
三
十
一
号
中
「4

5
3¶
6
8
6円

」
を
「3

5
1¶
5
5
7円

」
に
改
め
、
同
号
を
同

表
第
三
十
号
と
し
、
同
表
第
三
十
二
号
を
同
表
第
三
十
一
号
と
し
、
同
表
第
三
十
三
号
中
「
以
降
」
を
「
か
ら
平
成
二

十
一
年
度
ま
で
」
に
改
め
、
同
号
を
同
表
第
三
十
二
号
と
し
、
同
表
第
三
十
四
号
を
同
表
第
三
十
三
号
と
し
、
同
表
第

三
十
五
号
中
「
算
定
し
た
額
」
の
下
に
「
か
ら
当
該
都
道
府
県
の
普
通
交
付
税
に
関
す
る
省
令
第
九
条
第
一
項
に
規
定

す
る
密
度
補
正
に
用
い
る
密
度
の
算
定
の
基
礎
と
し
て
同
項
の
表
都
道
府
県
の
項
第
二
欄
第
六
号
に
規
定
す
る
病
床
の

数
に
六
七
、
二
〇
〇
円
を
乗
じ
て
得
た
額
を
控
除
し
て
得
た
額
（
当
該
額
が
負
数
と
な
る
と
き
は
、
零
と
す
る
。）」
を

加
え
、「2

0
9¶
0
0
0円

」
を
「2

4
9¶
0
0
0円

」
に
改
め
、
同
号
を
同
表
第
三
十
四
号
と
し
、
同
表
第
三
十
六
号
か
ら
同
表
第

四
十
一
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
上
げ
、
同
表
第
四
十
二
号
中
「
第
十
条
第
十
一
項
」
を
「
第
十
条
第
十
項
」に
改
め
、

同
号
を
同
表
第
四
十
一
号
と
し
、
同
表
第
四
十
三
号
を
同
表
第
四
十
二
号
に
改
め
、
同
表
第
四
十
四
号
中
「8¶

7
0
0¶
0
0
0

円

」
を
「8¶

5
0
0¶
0
0
0円

」
に
改
め
、
同
号
を
同
表
第
四
十
三
号
と
し
、
同
表
第
四
十
五
号
か
ら
同
表
第
五
十
一
号
ま
で

を
一
号
ず
つ
繰
り
上
げ
、
同
表
第
五
十
二
号
中
「
並
び
に
第
三
条
第
一
項
第
一
号
イ
の
表
第
五
号
及
び
同
項
第
三
号
イ

の
表
第
六
十
二
号
」
を
削
り
、
同
号
を
同
表
第
五
十
一
号
と
し
、
同
表
第
五
十
三
号
中
「
第
三
条
第
一
項
第
一
号
イ
の

第
二
条
第
一
項
第
一
号
の
表
第
十
一
号
三
中
「
一
、
七
六
〇
、
〇
〇
〇
円
」
を
「
四
、四
七
二
、〇
〇
〇
円
」に
、「（
四

八
、
六
〇
〇
、
〇
〇
〇
円
を
超
え
る
と
き
は
、
四
八
、
六
〇
〇
、
〇
〇
〇
円
）
の
合
算
額
」
を「（
病
床
の
数
が
三
十
以

上
の
場
合
は
、
一
三
四
、
一
六
六
、
〇
〇
〇
円
）」に
改
め
、
同
号
四
中
「
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
施
設
の
基
準
に
適

合
し
て
い
る
も
の
と
し
て
道
府
県
知
事
に
届
け
出
た
新
生
児
特
定
集
中
治
療
室
又
は
総
合
周
産
期
特
定
集
中
治
療
室

（
以
下
「
新
生
児
特
定
集
中
治
療
室
等
」
と
い
う
。）の
有
す
る
病
床
及
び
新
生
児
特
定
集
中
治
療
室
等
に
準
ず
る
機
能

を
有
す
る
も
の
と
し
て
」
を
削
り
、「
新
生
児
特
定
集
中
治
療
室
又
は
総
合
周
産
期
特
定
集
中
治
療
室
の
有
す
る
」を「
次

の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
種
別
の
」
に
、「
二
、
七
二
八
、
〇
〇
〇
円
」
を
「
、
そ
れ
ぞ
れ
下
欄
に
掲
げ
る
額
」
に
改
め
、

同
号
四
に
次
の
表
を
加
え
る
。
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